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蜂毒驫患灘息宝蝋
ー

家の前に立つ沼田卓美さん(左)と妻の佳子さん(右から2番目)。この日訪れた佳子さんのお父さんは、近所の子
穀戻- ¥： “嘱騨…鰯雲蕾霞樵電 ロと2人の孫(中央2人)を遊ばせていました。

罎塞鍾霧霧毒蕊 I

敷地面積の確保が菫要と考えてここを選びました」

と、昨年の9月末、グリーンタウンてつな住宅団地

に引っ越してきた4人家族の沼田卓美さん一家。

まだ住宅団地としては寂しいたたずまいですが、購

入者のみなさんは、少しずつ住宅建設に取りかかっ

ています。迷っているみなさん、まずは、見に来て

ください。きっと、あなたの夢が見つかるはずです。

IIMIM1I1l柵

「家賃を納めていくよりも、頑張って家を持とう

と思い立ち、分讓開始とともに申し込みました。ま

ち内に住むのは何かと便利ですが、狭い敷地面積の

割には坪単価が高く、住宅が密集していれば日当た

りも悪くなる恐れがあります。子どもたちの通学距

離が気になりましたが、それは小学校低学年の数年

間。長く住むことを考えれば、静かさとゆとりある
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鍵黛f式奉

断

籟
蕊 溌建設概要一

鉄筋コンクリート造

一部鉄骨造

12,609.5rf

地上2階

本体棟5，699． 1 1両

付属棟272.50n;

零

’センター内に設置される設備や施設等 口構造

蕊簿

口敷地面積

口階 数

口延床面積

高齢者や心身・身体障害者の社会参加と、生きがいや

楽しみの持てる場をつくります。

［施設］シルバー人材センター、工作工房、大広間、娯

楽室、大浴室など。
識
蝦韓べ騨

譲:：

生活援護の必要なみなさんへの介護支援体制の整備と

各種の情報を提供します。

［施設］デイサービスルーム、特殊浴室ホームヘルパ

ー室、相談室、ボランティア室、介護機器展示コーナ

ーなど。

病気、機能障害の早期発見、早期治療及び健康・栄養

指導などの支援体制をつくります。

［施設］集団検診室、機能回復訓練室、健康増進室、訪

問看護センター、内科・歯科室、栄養指導室など。

羽その他の施設 蕊fiJJ
多目的ホール、ロビー・ラウンジ、子どもプレー室、

研修室、会議室など。
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画
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きるも練駆保をすの児鳶高齢者軽ｽボｰﾂを楽しんでいますが､会場曇
この老人いこいの家が狭くて思うように活動でき蕊

ザ介常

間
、
大
浴
室
な
ど
が
あ
り
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
も
こ
の
施
設
の
中
に
入

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
在
宅
福
祉
」
部
門
で
は
、
日

生
活
で
援
護
が
必
要
な
み
な
さ
ん
へ
の

護
支
援
事
業
を
進
め
る
た
め
に
、
デ
イ

ー
ビ
ス
ル
ー
ム
や
特
殊
浴
室
、
日
常
訓

室
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。
相
談
の
窓
口

開
設
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す

造
り
の
部
屋
で
気
兼
ね
な
く
相
談
が
で

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
保
健
予
防
」
で
は
、
乳
幼

の
検
診
や
予
防
接
種
、
基
本
健
康
診
査

ほ
か
各
種
検
診
の
た
め
の
部
屋
を
設
置

る
と
と
も
に
、
機
能
回
復
訓
練
室
な
ど

整
備
し
ま
す
。
保
健
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

健
婦
の
活
動
と
合
わ
せ
て
情
報
機
器
を

使
し
た
健
康
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

ないため、数年前に新たな施設の建設について

署名運動を行いました。このセンターでは､広

い部屋でのびのびと活動できるようなのでJ■今
から楽しみです｡ J■ 1 ℃ ■JI

検討委員会の委員としてセンターの計画に関

わってきました。高齢者の活動拠点としての施

設づくりについては、細かいところに配盧が行

き届いていて満足しています。特に、大浴場は

高齢者には最適の施設で、交流の場として大い

に利用させてもらおうと思っています。
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多目的ホール

(イメージスケッチ）

自動収納座席をセ
li←L－→

ツトし/こd、つ9
隠 ソ
民

蕊ゆるや
か
な
曲
線
や
円
弧
を
取
り
入
れ

た
外
観
は
、
阿
武
隈
の
山
並
み
や
太
平
洋

の
波
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
特

徴
あ
る
外
観
の
内
側
に
は
、
広
々
と
し
た

吹
き
抜
け
の
空
間
を
持
つ
ロ
ビ
ー
・
ラ
ウ

ン
ジ
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
二
八
五
席
の

固
定
席
を
有
す
る
多
目
的
ホ
ー
ル
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
二
階
に
は
約
八
○
畳
の
和

室
や
広
い
浴
室
を
持
っ
た
大
浴
場
も
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
室
や

研
修
室
も
備
え
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

趣
味
活
動
の
拠
点
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
設
備
や
施
設
は
、

世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の

場
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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本
町
四
丁
目
の
馬
頭
観
音
塔
の
わ
き

に
出
来
た
、
長
さ
一
六
メ
ー
ト
ル
あ
る

古
風
な
造
り
の
建
屋
を
ご
覧
に
な
り
ま

し
た
か
？
こ
れ
は
、
日
立
・
高
萩
・
十

王
広
域
下
水
道
組
合
が
建
設
し
た
本
町

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
で
す
。
こ
う
ぱ
い

下
水
道
組
合
で
は
、
勾
配
を
付
け
て

地
中
に
埋
め
た
下
水
道
管
を
通
し
て
、

国
道
六
号
沿
い
の
伊
師
浄
化
セ
ン
タ
ー

へ
下
水
を
流
す
自
然
流
下
の
方
法
を
取

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
四
月
か
ら
下
水
道
が
使
え

る
予
定
の
下
手
綱
の
小
島
団
地
に
つ
い

て
は
、
標
高
差
が
な
く
距
離
も
離
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
中
に
流
し
た
汚
水

を
途
中
で
地
表
近
く
ま
で
汲
み
上
げ
る

こ
と
で
新
た
な
勾
配
を
つ
く
っ
て
流
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
働
き
を

す
る
の
が
、
本
町
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場

で
す
。小
島
団
地
か
ら
流
れ
着
い
た
下
水
は
、

た

深
さ
一
二
メ
ー
ト
ル
あ
る
水
槽
に
溜
め

ら
れ
、
一
定
量
に
達
す
る
と
ポ
ン
プ
が
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卵
形
汚
泥
消
化
タ
ン
ク
’

伊
師
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
流
れ
着
い
た

下
水
か
ら
は
、
汚
泥
が
取
り
除
か
れ
ま

す
が
、
こ
の
量
が
年
々
増
え
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
下
水
道
の
整
備
面
積
が
進
む

作
動
し
て
下
水
を
汲
み
上
げ
る

淵

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
建

り
く
ぜ
ん

物
の
外
観
は
、
陸
前
浜
街
道
と

呼
ば
れ
た
か
つ
て
の
宿
場
通
り

に
面
し
て
い
る
場
所
に
ち
な
ん
、

で
、
歴
史
の
面
影
を
残
す
外
装

ユ

を
施
し
ま
し
た
。
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こ
と
に
よ
っ
て
使
用
人
数
が
増
え
、
下

水
の
量
も
増
え
た
た
め
で
す
。
そ
の
汚

泥
の
有
機
分
を
微
生
物
の
働
き
に
よ
っ

て
半
減
さ
せ
る
の
が
、
伊
帥
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
北
側
に
出
来
た
卵
形
汚
泥
消
化

と
の
い
い
関
係
を
保
ち
ま
し
ょ
う
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